
 

令和７年度各市町村の算定方法に応じた市町村標準保険料率の算定結果について 

 

 

  ＜市町村の算定方法に応じた市町村標準保険料率＞  

○市町村ごとの保険料算定方式により、あるべき保険料水準の目安を表す数値。 

○ここで示す市町村標準保険料率は、市町村の算定方法に応じて以下の方式のいずれかで算定したもの

で、県内統一の算定基準（３方式）により算定した市町村標準保険料率とは異なる。 

・４方式・・・所得割、資産割、均等割、平等割 

・３方式・・・所得割、均等割、平等割 

・２方式・・・所得割、均等割 

 

※標準保険料率は、統一のルールに基づき算定した理論上の数値で、実際に被保険者に賦課される保険

料（税）率ではありません。 

※各市町村は、市町村標準保険料率を参考にするとともに、当該市町村の国民健康保険の加入者の所得、

世帯構成の状況等を総合的に勘案した上で実際の保険料（税）を決定します。 

 

 

【保険料率の算定方法：４方式の場合】 
 

    （１）必要総額を賦課割合で按分する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

    （２）所得割率・資産割率・均等割額・平等割額を算出する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

÷ ÷ ÷ ÷ 

＝ ＝ ＝ ＝ 

総所得金額等 被保険者数 世帯数 

所得割率 均等割額 平等割額 

所得割総額 均等割総額 平等割総額 

固定資産
税額 

資産割率 

資産割総額 

保険料必要総額 

所得割総額 均等割総額 平等割総額 資産割総額 



 


